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研究成果の概要（和文）：本研究成果から，小児がんを抱える子供の闘病体験を親が意味づけていくための看護
支援プログラムの枠組みとして（1）子どもががんになった事実を容認すること、（2）がんを抱えながらの生活
に順応すること、（3）がんに意味を持つこと、(4）がんの恐怖に対処することの４つの視点が示された。内的
な熟考に着目する支援というよりもむしろ，実生活への順応を通した現状への統制感覚の確保を支援していくこ
とが重要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：As a result of this study, four frameworks were clarified as nursing care 
for parents to make the meaning of fighting illness in children with cancer: (1) accepting the fact 
that their children had cancer, (2) adapting to life with cancer (3) grasping the sense of cancer, 
and (4) dealing with the fear of cancer. Healthcare professionals are not required to focus on 
internal ruminations of parents, but rather to help them maintain a sense of control through 
adaptation to actual life.

研究分野： 家族ケア

キーワード： 意味づけ　Posttraumatic Growth　間合い　見通し　実生活への順応

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義は，これまで小児がんの子どもをもつ家族の意味づけを支援するうえでの具体的な着眼
点が課題となっていたなかで，小児がんを抱える子供の闘病体験（病気罹患から治療終了までの体験）を親が意
味づけていく過程を精緻的に解明できた点である。今後これらの支援枠組みに基づき，小児がんの子どもをもつ
家族への実際のケアの実装や生活環境への支援の充実が取り組まれることで，より社会的意義に貢献できると考
えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 子供のがん罹患により親は子供の命や家族の将来像への脅威に晒され、長期に及ぶ入院加療
のなかで子供の苦痛を追体験する。こうした家族への支援方略の視点として，意味づけの重要性
が注目されている（塚本他，2012）。しかし、病気を抱える子供の親を対象とした研究は骨肉腫
経験者の親への実態調査１例のみで(Yonemoto 他,2012)、病気を抱える子供の親の意味づけに対
する効果的な看護支援の構築を目指した研究はわが国で取り組まれていなかった。 
そこで研究者は、意味づけの概念において研究が特に広く行われている Posttraumatic 

Growth(PTG)に着眼し，小児がんを抱える子供の親における全国初の PTG に関する多施設調査
を実施した。その結果、子供の成長の実感、周囲の病気の親や職場・同僚からのサポートといっ
た小児がんの子供の親に特徴的な意味づけに関連する要因が明らかになった（入江他，2016）。
加えて、小児がんの子供の親の PTG は子供のがん診断直後に生じる親の衝撃体験と関連してい
た。しかし、子供のがん診断直後に生じる親の衝撃体験がどのような過程を経て PTG に達する
のかはわかっておらず，支援をより具体的に検討していくための課題となっている。 
 
２．研究の目的 
病気を抱える子供の親の意味づけに対する効果的な看護支援の構築を目指すうえで、本研究

では小児がんを抱える子供の闘病体験（病気罹患から治療終了までの体験）を親が意味づけてい
く過程を精緻的に解明し、小児がんを抱える子供の闘病体験を親が意味づけていくための、効果
的なタイミングや具体的な支援内容を包含した看護支援プログラムの開発を目指すことを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
（1）小児がんを抱える子供の闘病体験（病気罹患から治療終了までの体験）を親が意味づけて
いく過程の解明（2017 年度～2018 年度） 
 調査は半構成インタビューによる質的帰納的研究デザインにより行った。造血器腫瘍によっ
て入院加療を経験したのち，3年以内にある子どもの親を調査対象とした。 
（2） “長期内服を要する子どもの内服困難”の看護援助の可視化（小児がんを抱える子供をも
つ親の入院生活上の順応を阻む要素の一つの視点から）（2019 年度） 
 研究(1)の結果および先行研究の知見を統合し，まず支援に必要な要素を抽出した。抽出にあ
たっては，Park の提唱した意味づけ理論(2010)にある上位の抽象概念を基盤に，小児がんの子
どもをもつ親の具体的事象を同定した。特に親の生活上の順応を阻む要素の一つとして“子ども
の内服困難”に着目し，長期的に内服を要する子どもへの看護師の援助の特徴を可視化するため，
臨床経験 5 年以上の看護師を対象にインタビュー調査を行い，援助における意識と行動の観点
からデータを質的機能的に分析した。 
 
 
４．研究成果 
（1）小児がんを抱える子供の闘病体験（病気罹患から治療終了までの体験）を親が意味づけて
いく過程の解明 
 27 家族に調査を依頼し，最終的に 15家族 17 名がインタビュー調査に参加した。17名の内訳
は，父親 5名（29.4%），母親 12 名(70.6%)であった。分析の結果，白血病の子供をもつ親が心的
外傷後に子供のがんとの間合いをとれるようになるプロセスが明らかとなり，26 の概念，11 の
カテゴリ，1つのコアカテゴリで構成された。ストーリーラインを以下に示す（【】はカテゴリ，
＜＞は概念）。 
親は子供が白血病（がん）であることの診断や可能性を告げられることで＜想定外の現実をつ

きつけられ＞たり，＜想定外の現実過ぎてピンとこない＞といった【衝撃を受け】ていた。現実
に対して＜子供を失うかも知れない漠然としたイメージを抱き＞ながら＜生じている事態を探
索し＞，事態を理解するために【子供のがんがどういうものかを知ろうと】試みていた。一方で
＜子供のがんがどういうものか解＞ったとしても，子供の様子との乖離やあり得ないという認
識から【子供ががんであることを受け入れられ】ず，＜子供ががんになった理由を探＞っていた。 
【子供のがんがどういうものかを知ろうと】したり，【子供ががんであることを受け入れられな
い】と感じるなかで，親は【子供を失う恐怖と未来への不安が迫り来る】感覚をもち，さらに実
生活では次々に親としての治療や生活における対応，判断を迫られることで，【子供のがんによ
って押し寄せてくる闘病の日々に心も体も呑まれ】ていた。自身の思いと対応を迫られる状況の
乖離に対処するために【子供のがんとの場当たり的な間合いをと】り，逃げ場のない状況に置か
れるなかで＜子供のがんに立ち向かうことを覚悟＞していた。 
子供のがんとの場当たり的な間合いのなかで，初めは＜何とかして今日を成立させる＞こと

に精一杯の生活を送っていた。生活を送るなかで時には，心理的に＜押し寄せる闘病生活の日々
から解放され＞る時間をもち，次第に＜闘病生活の日々をこなす＞ことができるようになり，さ
らに＜子供のがんを抱えながら送っていく生活が見える＞ようになることで，【子供のがんを抱
えながらの生活に順応】できるようになっていった。 
子供のがんを抱えながらの生活に順応できることによって，＜子供のがんと意図的に向き合

う＞ことを扱えるようになり，＜子供ががんであることを意味づけよう＞と試みながら，【子供



のがんとの間合いを取り直す】ようになっていった。 
【子供のがんを抱えながらの生活に順応】しようとしたり，【子供のがんとの間合いを取り直】

そうとするなかで親は，【子供を失う恐怖と未来への不安が迫り来る】感覚をその都度感じなが
らも，間合いの取り直しを何度も繰り返すなかで【子供のがんとの程良い間合いがとれるように】
なっていた。また，【子供のがんを抱えながらの生活に順応】しようとしたり，【子供のがんとの
間合いを取り直】そうとするなかで，親は＜大切にすべきことを考え＞，それを通して＜大切に
すべきことに気づ＞いたり，＜自分に価値あるものが明確になる＞ことにつながっており，【自
分にとって真に大切な物事がわかる】ようになっていった。＜大切にすべきことに気づく＞こと
や＜自分に価値あるものが明確になる＞ことは Post-traumatic Growth の概念として位置づけ
られた。このように白血病の子供をもつ親が Post-traumatic Growth に達する内的プロセスは，
【白血病の子供をもつ親が子供のがんとの間合いをとれるようになる】ように臨むなかで生じ
ていた。 
いつでも＜一緒にいてくれる存在＞や＜自分をとりまく温かい環境＞があることだけでなく，

＜気持ちのもち方や考え方，生活のこなし方を導いてくれる存在＞がいることや，間合いをとろ
うとする親の＜背中を押してくれる存在＞といった【子供のがんとの間合いをとる親を支える
環境】があることは，がんとの間合いをとろうとする親を常に下支えしていた。 
本研究成果から，（1）子どもががんになった事実を容認すること、（2）がんを抱えながらの生

活に順応すること、（3）がんに意味を持つこと、(4）がんの恐怖に対処することの４つの視点が、
親の意味づけを支援するうえでの重要な要素であることが示唆された。内的な熟考というより
もむしろ，実生活への順応を通した現状への統制感覚の確保を支援していくことが重要である
と考えられた。 
 
（2）“長期内服を要する子どもの内服困難”の看護援助の可視化 
看護師経験 14から 27年，小児看護経験 7年から 19年の看護師 5名（うち 3名小児看護専門

看護師）が調査に参加した。 
その結果，長期内服を必要とする患児への内服援助に対する看護師の意識では【内服の始まり

が大切だ】【内服期間を意識しない】【毎日の継続が大切だ】【継続できないこともある】【患児が
内服できる条件を見定める】【エンパワメントする】【患児の意向に沿う】【患児が安心して過ご
せるように関わる】【大切な薬は飲まないといけない】【内服につまずいた時に関わる】【退院後
を予測する】【他職種連携を志向する】【親のことを気にする】【患児は苦痛を経験している】【患
児には支援するタイミングがある】【患児は内服することを理解する】【患児は内服できるように
なる】の 1７カテゴリが抽出された。長期内服を必要とする患児への内服援助に対する看護師の
行動では【必要性の理解を確認する】【説明する】【飲ませ方を工夫する】【強制力を働かせる】
【内服確認する】【退院後の内服を後押しする】【親と関わる】【他職種で連携する】の 8 カテゴ
リが抽出された。 
看護師の意識では，「内服の始まりが大切だ」「退院後を予測する」といった飲み始めや退院前

などの内服を重要な場面ととらえていることが明らかとなった。そのうえで行動として，「必要
性の理解を確認する」「説明する」といった本人へのアプローチ方法，「親と関わる」「他職種と
連携する」といった周囲との共同支援によるアプローチ，さらに「飲ませ方を工夫する」といっ
た看護師自身の内服援助に関するアプローチを選択していた。先行研究と比較すると，「内服の
始まりが大切だ」「内服期間を意識しない」「毎日の内服継続が大切だ」「継続できないこともあ
る」「患児が安心して過ごせるように関わる」「退院後を予測する」「他職種連携を志向する」「患
児は内服することを理解する」「患児は内服できるようになる」の 9つの意識に関するカテゴリ
と，「退院後の内服を後押しする」「他職種で連携する」の 2つの内服援助に関するカテゴリは，
特に長期内服に焦点を当てたことで新たに抽出された要素と考えられた．これらの視点を，日々
の内服においてキーパーソンとなる家族と看護者が共有することで，実生活への順応を通した
現状への統制感覚の確保に繋がる可能性があると示唆された。 
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